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インフラマネジメント研究部会

　フォーラムでは、昨年の秋の夜学校で行った座談会を

あらためて配信した。ここでは、土木ではなくファシリティ

マネジメントの観点で、知見と経験を共有し、インフラ

のマネジメントがさらに進むきっかけになればと考える。

中川   均　日本観光自動車道協会

　建築の分野では、例えばマンションにも維持管理があ

り、マンション適正化法や業界のルール、保全センター

をつくることで、住民たちがマンションを守るために積立

をすることが常識になりつつある。建物を投資信託にし

て配当を出していくような作り込みがある。今一番動いて

いるビジネスシーンに、自分たちの仕事や能力が活かせ

る場所を作っていくことが不可欠だろう。道路やインフラ

は県境を跨ぐのが悩み。県境を跨いだ途端に行政の壁

があり議論が進まない。将来、課題として出てくるだろう。

植野 義彦　富山市

　役所も民間企業もいまだに成長志向が強いが、そうい

う時代ではなくなっている。これからは守る時代だという

ことを意識して取り組んでいかなければならない。イン

フラは納税者のもの。役所の職員は、作って納税者に使っ

ていただいて、何かあったら自分たちに責任があるとわ

きまえて仕事をしなければならない。同じことは民間企

業にも言える。役所の職員に経験が足りないことが一番

の大きな問題。勉強が必要。全国で 1,700 程度の市町

村が存在するが、インフラのメンテナンスがきちんとでき

ているのはごく一部。このことを議員や市民は理解して

いるか疑問である。積算の中に維持管理の部門がないこ

とも課題のひとつ。全体を見通してマネジメントし、トリ

アージする必要がある。全部のインフラを残そうと思うと、

その自治体自体が存続の危機に陥ってしまう。役所の職

員が財政状況と管理しているものを比べ、長期的にシミュ

レーションしてみれば十分にわかることだ。

岩佐  宏一　アイセイ

　仕掛けのかっこよさ、自分たちの勇ましい姿を見せる

ことがモチベーションアップとなり、さらに自分を磨いて

いけるのだと思う。インフラメンテナンスの産業化が言

われ始めた。いままで新設メインでやってきて、作る方

は完全に産業化している。産業化すればモチベーション

が上がるし意識も変わる。車には車検という国の制度が

あって、メンテナンスがしっかりできる。そういう参考に

できるものはいっぱいあるはず。国全部がつながって初

めてインフラになる。1700 の自治体を誰も置いていっ

てはいけない。

岩波光保　東京工業大学　

　維持管理も成長の一環。その辺の意識改革ができ

てない。公物管理の観点で、いらないから減らせばい

いというものではない。理由があって税金を投入して作っ

たもの。きちんと説明できる論理や合意形成の仕組みを

作る必要がある。インフラの分野ではあまりやってこな

かったので、他の分野の知見や経験を生かしたい。民

間も含めて、経験不足や能力不足を何とかしたい。また、

入札の不調の話があるが、そこには制度的な問題がある

と感じている。インフラは行政が絡む維持管理をする上

で、マンションのマネジメントとは違う課題がある。メン

テナンス時代の技術者の育成、メンテナンス時代の契

約のあり方をしっかり議論して体制が整えばよい。◀

なぜ
インフラメンテナンス分野で
予防保全が進まないのか

部会長   中川 均 
               なかがわ ひとし

一般社団法人 
日本観光自動車道協会会長
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